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1.  はじめに 
モンゴル語1の《oru-2》は本動詞として使われる場合は、「外から中へ入る、見えると
ころから見えないところに入る」(MongGul kelen-U toli nayiraGulqu duGuyilang 1999: 
435-436)という意味を表すが、補助動詞として使われる場合は、「状態変化」 (Čenggeltei 
1999: 314-315)、「行為の始動」 (包聯群 2006: 194)などを表すことが既に指摘されてい
る。だが、どのような条件の下でこういった意味を表すかについては、論じられていな
い。本稿では、コーパスを用いて、補助動詞《oru-》が表す意味と、その意味が実現す
る条件について検討する。さらに、中国内モンゴルの中部方言において、アンケート調
査を実施し、補助動詞《oru-》の使用状況を確認する。 
 
2.  補助動詞の定義及び本動詞を区別する方法について 
 Song Byeong Gu (2008)は、動詞を補助動詞とみなす基準について、以下の 6 つの基準
を立てている。1) 補助動詞の非コントロール性、2) 文法的意味を表す、3) 補助動詞を
他の言葉に入れ替えられない、4) 本動詞と補助動詞の間に他の要素を挿入できない、5) 
本動詞と補助動詞の位置を変えられない、6) 本動詞を省略してはいけない。 
本稿では、斯欽格日楽 (2015)に従い、  
① 形式の面では、本動詞 (単純副動詞3である V-ju 、V-Gad、V-n )に後続し、本動詞と
補助動詞の間にポーズを挿入することが不可能なもの 
② 意味の面では、単独で用いられる場合に持つような語彙的な意味を表すのではなく、
本動詞が表すことがらに文法的な意味を加えるもの 
とする。なお、《daGari- (攻撃する) 》、《bayildu- (戦う) 》、《cOmUre- (攻撃する) 》、
《tUrimekeyile- (侵略する) 》のような方向動詞4、あるいは《gUyU- (走る)》、《alqu- (歩
                                                     
1 筆者が扱うのは、内蒙古語に限る。 
2 本稿におけるモンゴル語の表記は、フフバートル・松川・栗林 (1997)に従う。例文のグロス及び日
本語訳は、すべて筆者によるものである。《oru-》については、適切な日本語訳が当たらない場合があ
るため、グロス内でもすべてそのまま表記する。 
3 この用語は、フフバートル・松川節・栗林均 (1997) に従う。単純副動詞接尾辞には、
《-ju/-jü/-cu/-cü》、《-Gad/-ged》、《-n》がある。それぞれの異形態は、語幹末音と母音調和による異
形態である。以下では《-ju》、《-Gad》、《-n》で代表する。Čenggeltei (1999: 251-252) によると、《-ju》
は、本動詞と補助動詞を結びつける場合、1 語としての働きをさせる。《-Gad》は、前項の動作を終わ
らせてから後項の動作を行うという意味を表し、前項動作が既に行われた状態を表す。《-n》は、1 つ
の動作が繰り返して行われる、或いは瞬間的に行われるという意味を表す。 
4 森山卓郎 (1988: 194)は、「銃撃する」、「攻撃する」について、「必ずしも移動の意味が全面に出
ているわけではないが、対象に対して方向づけが与えられる」と述べている。また、バドマ (2012: 78)
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く)》のような「様態移動動詞」5に後続する《oru-》については、本動詞の意味で使われ
ていると考える。 
 
3. 先行研究 
補助動詞《oru-》の意味に関する先行研究としては、Čenggeltei (1999)、包聯群 (2006)
などが挙げられる。 
 
3.1.  Čenggeltei (1999) 
Čenggeltei (1999: 314-315)は、内蒙古語の文法書であるが、これによれば、補助動詞
《oru-》は、「ある状態からある状態へ変化すること」を表すと記述し、以下のような
例を提示している。 
 
(1) tere  kOmUn   keleg-seger   bayi-ju          qariya-Gad   oru-Gad      ire-jei. 
あの 人            言う-VN        いる-CVB     罵る-CVB    oru-CVB      来る-PAST 
(あの人がしゃべっていて、罵りはじめた。)         (Čenggeltei 1999: 315) 
 
3.2.  包聯群 (2006) 
包聯群 (2006: 194)は、移動動詞《oru-》の意味用法に関する研究である。本動詞が空
間移動の意味を持つ動詞である場合は《oru-》の移動の意味が保持され、複合動詞の主
要部として使われるが、本動詞が空間移動の意味を持たない動詞である場合は《oru-》
の移動の意味が失われ、補助動詞として使用されると記述し、例文 (2)、 (3)を提示してい
る。 
 
(2) tere  angGi-yin         ger-tU          alqu-Gad     oru-ba. 
彼     クラス-GEN     部屋-DAT   歩く-CVB   oru-PAST 
(彼が教室に歩いて入った。)                                                          ( 包聯群 2006: 194) 
 
(3) basa  la      qariya-Gad      oru-jai. 
また FP      罵る-CVB    oru-PAST 
(また罵りはじめた。)                                                                              ( 包聯群 2006: 194) 
 
(4) basa  la     qariya-Gad       ekile-jei. 
また  FP      罵る-CVB     始める-PAST 
(また罵りはじめた。)                                                                                   ( 包聯群 2006: 194) 
 
                                                                                                                                                           
は、「攻める、銃撃する、攻撃する、かぶさる」について、空間的移動の意味を含意しやすい方向動
詞としている。本稿では、バドマ (2012)に倣い、これらの動詞を「方向動詞」とする。 
5 上野誠司 (2007: 98)では、歩く、走るなどを「様態移動動詞」としている。 
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 例文  (2)は本動詞として使われ、例文  (3)は補助動詞として使われていると述べている。
また例文  (4)を提示し、例文  (3)と同じような意味を表すため、補助動詞《oru-》が、こ
こでは、動作の開始を表し、始動アスペクトの意味を表していると述べている。 
 
4.  研究方法 
内モンゴル大学で構築された電子コーパス“100 tümen üge-tei odu üy_e-yin mongGul kele 
bicig-Un deyita kömUrge (100 万語現代モンゴル語書き言葉コーパス (以下、MC1006とす
る))”というコーパスから、文字列検索ソフト Kwic Finder を用いて、補助動詞《oru-》を
含む用例を収集する。補助動詞《oru-》の収集に当たっては、V-ju、V-Gad、V-n に後続
する《oru-》の用例を収集し、そのうち、手作業で《oru (ベット)》、《orun (場所)》、
《oruGul- (入れる)》7を除外した上、補助動詞として使われていると考えられるものを抽
出し、分析を行う。分析に当たって、通言語的観点から日本語、中国語の先行研究を参
照する。意味分類は、筆者8の内省によるものだが、作例をし、内蒙古語母語話者94人に
置き換え調査を行い、適切であることを確認する。また、補助動詞《oru-》の使用状況
を把握するために、コーパスから収集したデータ、先行研究で扱っている例文、及び筆
者自身の出身地でしばしば使われる表現について、アンケートを実施10した。 
 
5.  考察 
 ここでは、補助動詞《oru-》が表す意味が本動詞と密接な関係があると仮定し、動詞
分類を行う。分類は、工藤真由美 (1995: 73-78) に倣い、動詞を 1) 外的運動動詞、1-1) 主
体動作動詞 (非内的限界動詞)、1-2) 主体動作・客体変化動詞 (内的限界動詞)、 1-3) 主
体変化動詞 (内的限界動詞)、2) 内的情態動詞 (非内的限界動詞)、3) 静態動詞に分ける
ことにする。5.1. では、本動詞が主体変化動詞の場合について、5.2. では、本動詞が動
作動詞の場合について検討する。なお、主体動作・客体変化動詞、内的情態動詞、静態
動詞に付く《oru-》の例文は見つからなかった。筆者の内省によれば、これらの動詞に
《oru-》が付く場合は、非文になる。 
 
5.1. 本動詞が主体変化動詞の場合について 
表 1 では、補助動詞《oru-》と共起する本動詞が主体動作動詞の場合の語幹及び現れ
た例文数を提示する。 
                                                     
6 この MC100 には、小中学校、高校で使われているモンゴル語教科書の全内容、文学作品、新聞記事
等があり、年代的には、すべて 1949 年以降のものである。MC100 からの例文を (MC100: n (行数))の
ように示す。 
7 この場合は、本動詞の意味で使われるため、本研究では、対象外とする。 
8 筆者は 1974 年バーリン出身の女性で、バーリン方言の話者である。 
9 バーリン方言 2 人、ホルチン方言 1 人、チャハル方言 1 人。 
10 「内蒙古語の口語方言は、西部方言、東北部方言、中部方言の 3 つに大別される」 (栗林均: 1989)
が、今回は中部方言と言われている以下の方言の方々を調査対象とした。バーリン出身 (バーリン方
言 5人)、ジュリム盟出身 (ホルチン方言 4人)、ジュリム盟出身 (ハラチン方言 3人)、イクジョー盟出
身 (オルドス方言 3人)、アラシャン盟出身 (アラシャン方言 3人)、シリンゴル盟出身 (チャハル方言 4
人)。シリンゴル盟出身 (ハルハ方言 3 人)の方々を対象とした。ちなみに、全員大卒である。 
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表 1: 本動詞が主体変化動詞の場合の語幹及び現れた例文の回数 
順番 本動詞が主体変化動詞の場合の語幹 例文数 
1 nebtere- (浸透する) 2 
2 Garda- (手を付ける) 2 
3 gUnjegeyire- (深まる) 1 
4 nebci- (浸透する) 1 
5 unta- (寝る) 1 
合計  7 
 
 表 1を見てみると、全て限界動詞で、《Garda- (手を付ける)》、《unta- (寝る)》以外は、
無意志動詞である。 
 
(5) bodatu   bayidal-aca  Garda-n                  oru-ju,      bayicaGan sudululta  ki-jU... (省略) 
実際      状態-ABL    手をつける-CVB oru-CVB    研究                         する-CVB 
(実態から手を付けはじめ、研究し... (省略))              
                                                            (MC100: 27238)  
 
例文  (5)の本動詞は限界動詞で、動作の継続を表すことができないが、《oru-》が付く
ことによって、その動作の開始の局面が取り立てられている。起点を表す奪格を伴った
名詞と共起していることに注目したい。筆者の内省によれば、この場合、始動アスペク
トを表す《ekile- (はじめる)》と置き換えても意味が変わらない。 
 
(6) bodatu bayidal-aca  Garda-n                  ekile-jU,            bayicaGan sudululta  ki-jU... (後略)
 実際    状態-ABL   手をつける-CVB はじめる-CVB 研究                       する-CVB 
 (実態から手を付けはじめ、研究し... (後略))                  
 
例文  (5)の場合は、《oru-》の本動詞が持つ移動の意味の影響によって、方向性的意味
が加わるが、例文  (6)の場合は、そのような方向性的意味が感じられない。 
この場合、内部移動先を表す与位格名詞を伴わない。このことから、補助動詞《oru-》
の本動詞の意味が薄くなっていると言える。補助動詞《oru-》が付くことによって、あ
る領域を作り上げてその中へ入っていくイメージが付加されるため、こういった始動を
表すアスペクト的意味は、移動の意味から派生されたと考えられる。空間の概念を借り
て時間の概念を表現するのは普遍的に見られる現象である11。 
 
(7) qobisqal-cid-un  bOkU    niGuca-du     nebtere-n    oru-qu   bolulcaG_a  ol-ju 
革命-PL-GEN       全て     秘密-DAT     貫く-CVB  oru-VN  可能性        見つける-CVB 
                                                     
11 籾山洋介 (1995)を参照。 
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       ab-u-n_a           gesen    kereg. 
    取る-E-PRS     という  こと 
 (革命家達の秘密を貫いていく可能性を見つけ出すということだ。) (MC100: 57677) 
 
(8) nama-yi  sulala-Gda-Gsan-u               daraG_a  qobisqal-un  ajil-du          ulam        
私-ACC    開放する-pass-VN-GEN     後            革命-GEN     仕事-DAT    もっと     
gUnjegeyire-n       oru-Gsan-i           eji    mini         mede-ged... (後略) 
深化する-CVB   oru-VN-ACC      母     1POSS      知る-CVB                                                  
        (開放された後、私が革命の仕事をもっと深めていったことを母が知って... (後略))  
                                                                                                                                        (MC100: 14671) 
 
例文  (7)の本動詞の語根は《nebte (貫いて)》という程度を表す副詞であり、例文  (8)
の本動詞の語根は《gUn (深い)》という程度を表す形容詞である。両方の本動詞が限界
動詞であり、既に行為が完全に行われた状態を表す。だが《oru-》が付くことで、ある
領域を作り上げ、その中へ入っていくイメージが付加され、結果的に「程度進行」の意
味を表すようになると考えられる。この場合も、内部移動先を表す与位格名詞を伴うこ
とが多い。したがって、この「程度進行」の意味は、内部移動の意味から派生したと考
えられる。 
 
(9) ČilaGu kUU  unta-ju      oru-qu  Ugei   jaGui  cu  urba-ju                 kOrbe-l_e. 
チラゴ 息子 寝る-CVB oru-VN NEG よく   FP  寝返りする-CVB  寝返りする-PAST 
  (息子のチラゴは、眠れず、よく寝返りを打った。)        (MC100: 98409) 
 
例文  (9)は、《unta- (寝る12)》という本動詞と共起し、騒ぎなどの外的条件、あるいは、
病気や心配事などの内的条件によって、そういった行為を行えないでいる状況、つまり、
「条件可能」13の意味を表す。筆者の内省によれば、この場合は、モンゴル語の《deyil- (で
きる)》14と置き換えても意味が変わらない。ただし、補助動詞《cida-》と置き換えると
非文になる。 
 
(10) ČilaGu kUU   unta-ju      deyi-kU/*cida-qu             Ugei  jaGui cu  urba-ju                  
チラゴ 息子 寝る-CVB できる-VN/できる-VN NEG よく FP  寝返りする-CVB 
kOrbe-l_e. 
寝返りする-PAST        (息子のチラゴは、眠れず、よく寝返りを打った。)  
 
                                                     
12 「寝る」という動作は、一見方向性がないように思われるが、深い眠りに入っていくというイメー
ジができるので、方向性がある動詞であると判断する。 
13 奥田靖雄 (1986) に従い、可能表現を「能力可能」、「条件可能」と大きく二つに分ける。 
14 Čenggeltei (1999: 317)は、補助動詞《deyil-》と補助動詞《cida-》について、「条件可能」と「能力可
能」を表すと述べている。 
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5.2. 本動詞が主体動作動詞の場合について 
表 2 では、補助動詞《oru-》と共起する本動詞が主体動作動詞の場合、その動詞語幹
及び現れた例文数を提示する。 
 
表 2: 本動詞が主体動作動詞の場合の語幹及び現れた例文の回数 
順番 本動詞が主体動作動詞の場合の語幹 例文数 
1 ide- (食べる) 2 
合計  2 
  
 表 2を見てみると、意志動詞で非限界動詞である。 
 
(11) bi    basa     ide-ged               oru-qu     Ugei           bol-jai. 
私    また     食べる-CVB     oru-VN        NEG          なる-PAST 
(私は、また食べられなくなった。)                 (MC100: 77514)    
         
例文  (11)は、否定表現と共起し、話し手自身が満腹になったため、もう食べられな
いという「条件可能」の意味を表している。病気、あるいは気持ちがよくない時にも
《idejU oruqu Ugei (食べられない)》と言える。上記  (11)のような場合は、補助動詞
《deyil- (できる)》と置き換えても意味が変わらない。見つかった 2 つの例は、全て否
定表現と共起しているが、筆者の内省によれば、肯定表現と共起して使われる場合も
ある。  
 
(12) bi   basa   ide-jU                deyil-kU         Ugei  bol-jai. 
私   また   食べる-CVB    できる-VN       NEG    なる-PAST 
(私は、また食べられなくなった。)     
                     
上記の例文は、《ide-jU oru-qu Ugei (食べられない)》と同じく、満腹である時、病気で
ある時、気持ちがよくない時に食べられないという「条件可能」の意味を表す。満腹であ
る時、あるいは、気持ちがよくない時は、補助動詞《cida-》と置き換えることができない
が、《am gemtU-ged ide-jU cida-qu Ugei (口内炎で食べられない)》、《ama qala-gad ide-jU 
cida-qu Ugei (熱くて食べられない)》と言える。補助動詞《deyil-》の使用範囲は広く、ほぼ
意志動詞全般につき、「条件可能」の意味の他、「能力可能」の意味をも表すのに対し、
補助動詞《cida-》の使用範囲が状況によって限定される。また、補助動詞《oru-》は、《ide- 
(食べる)》、《uuGu- (飲む)》、《unta- (寝る)》などの人間の本質的行為で、かつ中に入る
という方向性をイメージできる行為を表す動詞のみに付き、「条件可能」の意味のみを表
す。 
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(13) Bi   kUl  ObUdU-ged           alqu-ju          deyil-kU/        cida-qu /        * oru-qu          Ugei. 
私    足    痛くなる-CVB  歩く-CVB   できる-VN /   できる-VN/     oru-VN         NEG     
  (幼い子供は、ご飯を食べられない。) 
 
(14) nilq_a   kOuked budaG_a  ide-jU              deyil-kU/        cida-qu  /        * oru-qu          Ugei. 
幼い    子供     ご飯        食べる-CVB できる-VN /  できる-VN/      oru-VN         NEG      
 (幼い子供は、ご飯を食べられない。) 
 
例文  (13)のように、方向性を感じられない本動詞と補助動詞《oru-》が共起すると非
文になるのに対し、補助動詞《deyil-》、《cida-》が共起し、「条件可能」の意味を表す。
例文  (14)のように、「能力可能」の意味を表す場合には、補助動詞《oru-》が付くと非
文になる。筆者の内省によれば、この場合は、補助動詞《deyil-》と共起して「能力可能」
の意味を表すことができるが、補助動詞《cida-》のほうがもっとも適切な表現であると
考えられる。 
コーパスから実例が見つからなかったが、《cegejile-jU oru-qu Ugei (覚えられない)》、
《keciyel sonus-cu oru-qu Ugei (授業を聞けない)》などの表現が日常会話の中でよく使われ、
「条件可能」の意味を表す。これらの本動詞は、人間の本質的行為を表し、かつ吸収する
という方向性がある。この場合は、補助動詞《deyil-》と置き換えても意味が変わらないが、
補助動詞《cida-》と置き換えることが不可能である。 
 
青木博史 (2004: 41)は、「可能とは、動作や出来事が実現する、その可能性の有無を問
題にする表現であり、動作の終了点ではなく、むしろ開始時点に注目したものである」と
述べている。補助動詞《oru-》の始動アスペクトを表す意味が「話し手の心情」という条
件を備える形で、動作の実現可能性の有無に重点を移した「可能」へと発展したと見られ
る。「可能」の意味を表す例文は、3例見つかったは、本動詞が全て意志動詞であり、「可
能態をとることのできる動詞は、意志的な動作を表すもの (＋意志)でなければならない
(寺村秀夫1982: 262-263) 」という分析とも一致する。 
補助動詞《oru-》が、「条件可能」の意味を表す場合は、内部移動先を表す与位格名詞
を伴わないことから、本動詞の意味が希薄になっていることが分かる。 
上記の内容をまとめると以下の通りである。 
 
表 3: 補助動詞《oru-》が表す意味とコーパスから見つかった例文数 (動作主を( )で示す) 
意味  条件 主体変化動詞 主体動作動詞 共起する名詞 合計 
  意志動詞 無意志動詞 意志動詞 無意志動詞    
程度進行 0 4 (人間) 0 0 与位格名詞  4 
開始 2 (人間) 0 0 0 奪格名詞  2  
可能 1 (人間) 0 2 (人間) 0   3  
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表 3 に示したように、主体変化動詞の場合は、無意志動詞だと、「程度進行」の意味
を表し、意志動詞だと、「開始」の意味と「可能」の意味を表す。主体動作動詞の場合
は、すべて意志動詞であり、「可能」の意味を表す。動作主はすべて人間である。 
 内部移動先を表す与位格名詞や方向格名詞と共起できるか否かの観点からみてみると、
「程度進行」の意味を表す場合は、与位格名詞と共起し、「開始」の意味を表す場合は、
奪格名詞と共起している。「可能」の意味を表す場合は、本動詞が意志動詞の場合には、
対格名詞と、本動詞が無意志動詞の場合には、与位格名詞と共起することが可能である。
だが、奪格名詞と共起しない。このことから、補助動詞《oru-》は、本動詞の方向性を
持つという特徴から、「程度進行」の意味、「開始」の意味を表すようになり、「開始」
の意味が、さらに文法化することによって、「可能」の意味を表すようになったと考え
られる。 
 
4.2. アンケート調査及びその結果 
アンケートには、コーパスから収集した例文、先行研究で挙げられている例文‎(15)、‎(16)、
及び筆者が作例した例文‎(17)を用い、これらの表現の使用状況、及びどのような意味で
使われているかについて調査した。アンケート結果を以下の表 4 にまとめる。○はその
方言において、全員が使用すると回答したものを、×はその方言において全員が使用しな
いと回答したものを、△はその方言において意見が割れたものを表す。なお、バは、バ
ーリン方言、ホは、ホルチン方言、ハは、ハラチン方言、オは、オルドス方言、アは、
アラシャン方言、チャは、チャハル方言、ハルは、ハルハ方言の省略である。 
 
表 4: アンケート内容 
意
味 
 例文 数 
バ 
(5 人) 
ホ 
(4 人) 
ハ 
(3人) 
オ 
(3人) 
ア 
(3人) 
チャ 
(4人) 
ハル 
(3 人) 
程度 
進行 
1 nebtere- (浸透する) 2 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ 
2 gUnjegeyire- (深まる) 1 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ 
3 nebci- (浸透する) 1 ○ ○ ○ ○ ○ △ × 
開始 4 Garda- (着手する) 2 ○ ○ ○ × ○ × × 
可能 
5 ide- (食べる) 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 
6 unta- (寝る) 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 
その 
他 
7 qariya- (罵る) 1 ○ ○ ○ ○ × × × 
8 iniye- (笑う) 1 ○ △ △ ○ × × × 
 
表 4 から以下のことが分かる。 
1) 「程度進行」を表す場合は、ハルハ方言では、本動詞によって、使用状況にばらつ
きがみられたが、その他の方言で使用可能である。田舎ではあまり耳にしない表現
であるため書き言葉の影響ではないかとの意見が何人かからあった。 
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2) 「開始」の意味を表す場合は、オルドス方言、チャハル方言、ハルハ方言を除き、
その他の方言で使用可能である。 
3) 「可能」の意味を表す場合は、ハルハ方言を除き、その他の方言で使用可能である。 
4) 先行研究で挙げられている例文 (15)、 (16) (表 4の 7に当たる)及び、及び筆者が作例
した例文 (17) (表 4 の 8 に当たる)に関しては、アラシャン、チャハル、ハルハ方言で
は、使用不可能となっている。これらの表現に関しては、中国語からの影響を受け、
定着した可能性が高いとの指摘が何人かからあった。中国語では起動アスペクトを
表す表現“骂起来”、“笑起来”などがあり、それを借用したのではないかとの意見があ
った。 
 
以下では、先に先行研究で挙げられている例文を再検討し、次に筆者が挙げた例をみ
てみる。 
 
(15) tere kOmUn    keleg-seker   bayi-ju          qariya-Gad  oru-gad     ire-jei. 
あの人            言う-VN        いる-CVB     罵る-CVB  oru-CVB      来る-PAST 
(あの人がしゃべっていて、罵りはじめた。)       
          (Čenggeltei 1999: 315)   
 
(16) basa   la       qariya-Gad      oru-jai. 
また  FP      罵る-CVB     oru-PAST 
(また罵りはじめた。)                                                           ( 包聯群 2005: 194) 
 
例文 (15)の場合は、状態変化と始動の意味の両方を表せるという指摘が多かったのに
対し、例文 (16)の場合は、前にくる副詞と合わさって、習慣的になっている行為、ある
いは、繰り返し行われてきた行為の再発を表し、それに対し、話者が迷惑を感じている
ことをも同時に表すという指摘があった。包聯群 (2006)は、このような例文で現れる補
助動詞《oru-》について、始動アスペクトであると見なしているが、筆者は、Čenggeltei  
(1999)と同様に状態変化を表すと見なす。ある状態からある状態に移ることは、新たな
状態の始まりであるが、補助動詞《ekile- (始める)》は、開始の局面に焦点を合わせて言
っているのに対し、補助動詞《oru-》は、変化に焦点を合わせて言っているように感じ
られる。アンケート調査でも何人かから指摘があったように、補助動詞《oru-》は、中
国語の“～起来”とよく似ている。朱継征 (2004)では、焦点の当て方の差異の観点から、
中国語の起動相を表す“开始～”と“～起来”の違いについて、以下のように述べている。
「“开始～”は動作・作用の始点を示す時間的座標に焦点を当てることによってその開始
を表すのに対し、“～起来”は動作の展開過程の一局面 (省略)に焦点を当てることによっ
てその開始を表す」(朱継征 2004: 133)。 
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(17) tere       sayiqan          aGurla-ju      bayi-Gsan-aca-ban       iniye-ged     oru-l_a. 
あの人   ついさっき  怒る-CVB  いる-VN-ABL-REFL    笑う-CVB      oru-PAST  
(あの人は、ついさっき怒っていたのに笑いはじめた。) 
 
例文  (17)の場合は、「相手を怒らせないために、あるいは相手をごまかすために」と
いうはっきりとした目的があり、意図的に行為や態度を変える場合のみに使われるとい
う指摘が多かった。また、《qariya- (罵る)》などのマイナスの意味を表す動詞には付くが、
《iniye- (笑う)》,《bayarla- (喜ぶ)》などのプラスの意味を表す動詞には付かないとの指
摘もあった。例文 (17)の場合は、《ekile- (はじめる)》と交代すると、「相手を怒らせな
いために、あるいは相手をごまかすために」という意図的な行為であるというニュアン
スが感じられなくなり、単なる新たな状態の始まりを表すようになる。 
上記の例文 (15) ～ (17)も内部移動先を表す与位格名詞を伴わない。しかも否定表現と
も共起しない。このことから、補助動詞《oru-》の本動詞の意味が完全に失われている
ことが分かる。 
 
6.  終わりに 
 本稿では、データ分析を通じて、補助動詞《oru-》には、「程度進行」、「開始」、
「可能」、「状態変化」の意味があることを明らかにした。さらに、「程度進行」の意
味を表す場合の本動詞の語幹は、程度副詞、あるいは程度を表す形容詞であることが分
かった。「可能」の意味を表す場合は、本動詞に人間の本質的行為で、かつ中に入ると
いう方向性をイメージできる行為を表す動詞がきていることが分かった。 
モンゴル語の開始の意味を表す補助動詞《ekile-》と補助動詞《oru-》の違いは、中国
語の起動相を表す“开始～”と“～起来”の違いと同様に、焦点を動作・作用の始点に合わ
せるか、動作の展開過程の一局面に合わせるかの違いである。 
モンゴル語の可能の意味を表す補助動詞《deyil-》、補助動詞《cida-》、補助動詞《oru-》
の違いは、補助動詞《oru-》は、「条件可能」のみの意味を表し、補助動詞《deyil-》、
《cida-》は、「条件可能」の意味の他、「能力可能」の意味も表す。ただし、補助動詞
《cida-》の使用範囲は、補助動詞《deyil-》に比べ、状況によって限定されることが分か
った。 
内部移動先を表す与位格名詞や方向格名詞と共起できるか否かという観点から、補助
動詞《oru-》は、本動詞が表す内部移動の意味が拡張され、「程度進行」、「開始」の
意味を表すようになり、「開始」の意味がさらに文法化することによって、「可能」の
意味へと発展してきたと考えられる。こういった方向での意味拡張は、普遍的に見られ
る現象であるが、これを証明するには、通時的研究を行う必要があると思われる。 
 また、アンケート調査を通じて、補助動詞《oru-》の使用状況にばらつきがあること
が分かった。そのばらつきは、書き言葉の影響及び中国語の影響によるものであるとの
意見が多かった。このような意見を証明するには、現地調査を行い、また、中国語の影
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響を受けたのであれば、そういった地域はどのような地理的特徴を持っているのかを調
べる必要がある。 
 
略号一覧
_      語末分かち書き母音 
-       形態素境界   
+          融合形  
1     first person 一人称 
2      second person 二人称 
3     third person 三人称  
ABL   ablative 奪格 
ACC   accusative 対格 
CVB   converb 副動詞 
DAT   dative locative 与位格 
E      epenthesis 挿入音 
FP     focus particle 焦点化小辞 
GEN      genitive 属格  
  INS           instrumental 道具格 
MP        modal particle 
       モダリティー小辞 
MOM     momentaneous 瞬間相 
NEG     negative 否定 
PAST    past tense 過去 
PL       plural 複数 
POSS    possessive 人称所属 
PRS     present 現在 
QP      question particle 疑問小辞 
REFL     reflexive possessive 再帰所属 
VN       verbal nominal 形動詞語尾 
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Abstract 
  
In this paper, I have clarified that the Auxiliary verb oru- has several meanings, i.e. 
‘degree progressive’, ‘inchoative’, ‘potential’ and ‘state changing’, through the 
analysis of data. In addition, I have found that, in the case of the ‘degree progressive’ 
meaning, the stem of the main verb is either adverbs or adjectives of degree; in the 
case of ‘potential’, the main verb is one expressing an action which is inherent in 
human and denotes an movement into somewhere. 
The difference between the auxiliary verb expressing inchoative meanings in 
Mongolian ekile- and oru- is, like that between inchoative expressions kāishǐ and 
qǐlái in Mandarin Chinese, whether one focuses on the initiating point of an action or 
on one aspect of the process. 
The difference between the auxiliary verb expressing potential meanings in 
Mongolian deyil-, cida- and oru- is as follows: oru- expresses only conditional 
possibility; deyil- and cida- express not only a conditional possibility but also an 
ability. However, the use of the auxiliary cida- is more limited than deyil-, according 
to the situation. 
In the point of view whether the auxiliary oru- can co-occur with a noun of 
dative-locative or directional or not, it is considered as follows: its meaning of inner 
movement was extended, oru- has got meanings of ‘degree progressive’ and 
‘inchoative’, and then, being more grammaticalised, it has developed its meaning of 
‘potential’. Such an extension of meaning is observed cross-linguistically, but a 
diachronic study seems to be needed to prove this historical process. 
Through a questionnaire, I have also found that each speaker of Mongolian uses 
the auxiliary oru- quite differently. Most of them say that this is because of the 
written language and Mandarin Chinese. To prove their opinion, the fieldwork will 
be needed, and if this auxiliary has been affected by Mandarin Chinese, a research of 
geographic feature will also be needed.
